
 

 

 

 

 

 

第４の訪問地 マリンガ市へ 

パラナヴァイの日本語学校再建の参考にするため、約 80km 離

れたマリンガ市に 1 週間滞在しました。マリンガ市とその周辺都

市は日本語学校が多いので、各校の主な視察内容を報告します。 

ブラジルトップクラスの施設を持つマリンガ文教  

ブラジルの日系人会は「○○文化体育協会」という名称が多いので、略称

として「文教 Bunkyo」と言われています。 

マリンガ文教は組織の活動が活発です。施設は、日

本語学校、英会話学校、宿泊施設、大ホール、プール、

体育館 2 棟、ゲートボール場 10 面、テニスコート 6

面、サッカー場 2 面、野球場 2 面、ソフトボール場 3

面あり、文教会員だけでなく、広くブラジル社会に施

設の利用機会を提供しています。 

子どもたちを温かく見守るマリアウバ文教  

日本で生まれ育った少女が帰国しましたが、日本とのギャップで落

ち込んでいました。マリアウバ文教は、その子を日本語学校に通わせ、

今では、その子がよさこい踊りのリーダーとして活躍しています。  

家族的なフロレスタ日本語学校  

 小さな町ですが、日本語学校を絶やしてはいけないと一人の教員が

奮闘しています。最も大事にしていることが学習規律だそうです。 

都 市 
都市人口 

文教世帯 

文教の日本

語学校 
参  考 

マリンガ 
人口 32万 

800世帯 

生徒 110名 

教員 6名 

文教の日本語学校の他に、私立

の日本語学校が 3校ある。 

マリアウバ 
人口 4万 

180世帯 

生徒 10名 

教員 1名 

文教に教育部を置き、日本語学

校の運営に力を入れている。 

フロレスタ 
人口 7千 

33世帯 

生徒 8名 

教員 1名 

少人数のよさを生かし、1 対 1

の授業をしている。 

パラナヴ

ァイ 

人口 8万 

100世帯 
（閉校） 

文教と日本語学校の建物が離

れている。（他都市は隣接） 
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ﾌﾞﾗｼﾞﾙ一高いﾏﾘﾝｶﾞの教会(夜景と遠景) 

マリンガ文教のプール 

ﾏﾘｱｳﾊﾞ文教の「すきやき
会」と「よさこい踊り」 

礼をして授業終了(ﾌﾛﾚｽﾀ) 



ロベルト酒井の休日はどうスルー  

豊橋市立小中学校の前後期の間と同様、私も 3

連休でした。「孤独と戦う」私に手を差し伸べるよ

うに、JICA の方々が小旅行に誘ってくれたので、

その模様を報告します。教育とは関係ないかもし

れませんが「ブラジル文化・歴史・地理の紹介」

ということで、ご容赦いただければと思います。 

世界の果てまで行って「泣(きゅう)」 ～番組風に～  

マリンガからクリチバを経由して、サンタカタリーナ州のブルメナ

ウに行った。ここはドイツ系移民の町で、毎年この時期に 2週間以上

にわたり夜通しで「ビール祭り」が行わ

れ、「お祭り男」も参加してみた。ブラジ

ル全土から集まるということで大変な賑

わいで、午後 7時から深夜 2時までいた

が、人混みが絶えることはなかった。 

世界の車掌から ～石丸謙二郎 風に～  

♪～ 今日はクリチバから小さな山間の町モヘチスに向かう列車に

乗ります。18両の車両が山間をジグザグに登るように走って行きます。

日本の南アルプスには遠く及ばない景色

ですが、乗客が渓谷の景色を堪能してい

ます。「おっと、みんなが左側の窓をのぞ

き込んだら列車が傾きますよ。」 

乗客はモヘチスに到着し、名物料理の

「バヘアード（テールの煮込み料理）」に舌鼓を打っていました。 

明日は、成田から豊橋までの車窓を車掌のロベルトが紹介します。♪ 

ロベルト酒井の…もとい JICA ボランティアの「こんな時どうスルー？」  

前号の答えは①です。短期間なら②のようにランドリーサービスやクリーニング店に頼んでもよ

いですが、一日分の洗濯ものを頼むと 700 円前後かかります。これを 3 ヶ月も続けていたら…。

そこで、毎日自分で洗っています。昨年度まで国立信州高遠青少年自然の家に勤務し、単身生活で

洗濯をしていましたが、洗濯機があったので…。今はシャワーの時に「手もみ洗い」です…。(涙)  

③は論外ですが、実はあるところでミネラルウォーターを出されました。私が飲むと「おいしい

か？」と尋ね、「この水はパラナヴァイの水道水だ。パラナヴァイは水がおいしい！」と自慢して

いました。確かにホテルの水は、他都市より鉄分臭くないですが…しかし私は水道水を飲みません。 

 それでは第 10 問。今回はネタがなく、JICA ボランティアの方の「どうスルー」を許可なく拝借

します。問題です。前述のビール祭りで、JICA ボランティアの方が「あるもの」を持ってきて、

みんなに重宝されていました。何を持ってきたのでしょう？ 

① テント  ② ポリタンクに入った飲料水  ③ トイレットペーパー     答えは次号で！ 

ビール祭りの賑わい 

だれでも友達になれる… 

モヘチス駅付近 

孤独と戦う列車内 

モヘチス  

移動距離:約 1300km 

乗車時間:約 27 時間 


